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第
49
回
文
化
サ
ロ
ン 

de 

ピ
ア
ソ
ン

　
安
井
マ
リ
「
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
音
楽
の
夕
べ
」
報
告

　

９
月
21
日
月
曜
日
（
祝
日
）、
日
本
を
代
表
す
る
テ
ィ
ン
ホ
イ
ッ
ス
ル
奏
者
の
安
井
マ
リ
さ
ん

と
、
道
内
で
活
躍
す
る
リ
コ
ー
ダ
ー
奏
者
・
ギ
タ
リ
ス
ト
と
「
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
音
楽
の
夕
べ
」

を
５
人
編
成
で
開
催
。
40
名
定
員
の
予
約
は
９
月
初
旬
に
満
席
と
な
り
、
当
日
予
約
無
し
で
来

ら
れ
た
方
に
は
、
毎
回
の
こ
と
で
す
が
、
会
場
の
安
全
確
保
等
の
規
則
に
よ
り
、
残
念
な
が
ら

定
員
以
上
の
入
館
は
遠
慮
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。。

◎　開催日時：2026 年 11 月 29 日㈰午前の部（10 時〜 12 時 10 名）・午後の部（13 時〜 15 時 10 名）

◎　開催場所　：ピアソン記念館２階
◎　講　　師　：増井五夜子氏ほかピアソン会ハーブ部会員
◎予約チケット：材料費として 1,500 円。（11 月１日よりピアソン会にて予約受付、電話可）。
◎問い合わせ　：NPO 法人ピアソン会（電話 0157-31-1215）ピアソン記念館☎ 23-2546

第 50 回文化サロン de ピアソン

【
写
真
】
前
左
に
テ
ィ
ン
ホ
イ
ッ
ス
ル
演

奏
の
安
井
マ
リ
さ
ん
。
右
に
、
嶋
本
勇

さ
ん（
ギ
タ
ー
）。
奥
右
に
太
田
眞
美
さ

ん
、
嶋
本
郁
美
さ
ん
、
中
川
妙
子
さ
ん
。

安 井 マ リ
　

５
連
休
３
日
目
の
午
後
５
時
か
ら
の
コ
ン
サ
ー
ト

で
し
た
。
普
段
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
音
楽
と
い
う
名
前
に

は
馴
染
み
が
薄
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
日
本
で
は

昔
か
ら
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
音
楽
が
愛
唱
歌
と
し
て
歌

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
最
近
は
そ
れ
に
加
え
、
映
画
な

ど
の
影
響
に
よ
り
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
ダ
ン
ス
の
旋
律
も

大
い
に
好
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、
総
称
し
て「
ア
イ

リ
ッ
シ
ュ
音
楽
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
も
、「
庭
の
千
草
」・「
埴

生
の
宿
」
な
ど
の
演
奏
と
全
員
で
の
合
唱
。
ま
た
、

映
画「
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
」
の
三
等
船
室
で
の
ア
イ
リ
ッ

シ
ュ
ダ
ン
ス
の
音
楽
、T

h
e B

larn
ey P

ilg
rim

　

な
ど
、
体
が
自
然
と
動
き
出
す
旋
律
な
ど
、
ア
イ
リ
ッ

シ
ュ
音
楽
の
真
髄
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
コ
ン

サ
ー
ト
で
し
た
。

ア
ン
コ
ー
ル
に
応

え
、
最
後
は
軽
快

で
親
し
み
や
す
い

ダ
ン
ス
リ
ズ
ム
の

ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
の

ポ
ル
カ
の
演
奏
で

終
了
し
ま
し
た
。

安
井
マ
リ
さ
ん
、

嶋
本
さ
ん
、
太
田

さ
ん
、
中
川
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
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素
敵
な
来
館
者
た
ち
！
　
②

ようこそ！ピアソン邸へ

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
道
立
北
見
北
斗
高
校

一
年
生
全
６
学
級
２
３
１
名
が
ピ
ア
ソ
ン
記

念
館
を
訪
れ
ま
し
た
。
同
高
は
、
道
立
野
付

牛
中
学
校
と
し
て
、
１
９
２
３（
大
正
12
）
年

に
設
立
さ
れ
た
学
校
で
す
。
ま
た
、
ピ
ア
ソ

ン
夫
妻
は
、
そ
の
中
学
校
で
英
語
を
教
え
た

り
、
生
徒
の
た
め
の
ピ
ア
ソ
ン
寮
を
建
設
し
、

お
金
の
な
い
生
徒
で
も
勉
強
で
き
る
環
境
を

調
え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

中
学
校
初
代
校
長
は
そ
の
寮
の
舎
監
を
務
め

協
力
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
来
訪
は
、
郷
土
の
歴
史
を
学
ぶ「
歴

史
総
合
学
習
」
と
し
て
の
来
館
で
す
。
３
日

間
毎
日
２
学
級
づ
つ
の
訪
問
で
し
た
が
、
当

記
念
館
案
内
役
と
し
て
も
、
若
者
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
感
じ
取
れ
る
楽
し
い
時
間
で
も
あ
り

ま
し
た
。
６
学
級
の
う
ち
４
学
級
の
記
念
写

真
撮
影
が
で
き
ま
し
た
。

【
写
真
右
】
ハ
ル
ニ
レ
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
吸
収
に
、
樹
木

に
集
ま
る
男
子
生
徒
た
ち
。

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
？

【
写
真
説
明
】
各
ク
ラ
ス
の
生
徒
達
へ
、

「
会
報
用
の
記
念
写
真
を
！
」
と
お
願

い
す
る
と
、
機
敏
な
動
作
で
集
合
し
協

力
し
て
く
れ
ま
し
た
。
さ
す
が
に
ピ
ア

ソ
ン
所ゆ

か
り縁
の
生
徒
達
で
す
。
初
日
来
館

の
２
ク
ラ
ス
、
記
念
写
真
残
せ
な
く
て

ご
め
ん
な
さ
い
。

　

８
月
２
日
日
曜
日
、
休
日
で
家

に
い
る
と
『
足
尾
鉱
毒
研
究
者
の

人
た
ち
が
記
念
館
に
来
て
い
ま

す
』
と
電
話
。
突
然
の
呼
び
出
し

で
記
念
館
に
顔
を
出
す
。
栃
木
か

ら
の
訪
問
者
。
下
掲
載「
写
真
展
」

の
関
係
者
で「
小
口
一
郎
研
究
会
」

代
表
の
篠
崎
清
次
氏
、
ま
た
「
田

中
正
造
・
足
尾
鉱
山
鉱
毒
事
件
」

研
究
者
の
赤
上
剛
氏
の
一
行
で

あ
っ
た
。
来
館
目
的
は
、
栃
木
出

身
で
強
制
移
住
し
て
来
た
、
ピ
ア

ソ
ン
邸
管
理
人
を
務
め
た
神
原
信

一
氏
の
親
族
を
訪
ね
て
の
来
館
で

あ
っ
た
が
、
一
昨
年
す
で
に
亡
く

な
っ
て
い
る
事
を
伝
え
る
と
落
胆

さ
れ
て
い
た
が
、
十
二
年
前
に
小

口
一
郎
の
木
版
画
「
鉱
毒
に
追
わ

れ
て
」
（
明
治
44
年
か
ら
翌
年
に

か
け
て
北
海
道
サ
ロ
マ
原
野
に
強

制
移
住
し
た
作
品
）
の
記
念
館
で

の
上
映
を
伝
え
、
そ
の
映
画
会
提

案
者
が
移
住
者
家
族
の
娘
、
故
小

林
た
つ
え
さ
ん
で
あ
っ
た
こ
と
、

更
に
家
族
の
移
住
記
録
の
本
も
書

い
て
い
る
の
で
そ
の
本
も
寄
贈
す

る
。
歓
談
後
、
一
行
は
会
場
の
佐

呂
間
町
へ
と
向
か
う
。

　

８
月
23
日
、
予
約
な
し
の
群
馬

か
ら
の
団
体
21
名
の
来
館
が
あ
っ

た
。
話
を
聞
く
と
、
「
足
尾
鉱
毒

研
究
会
」
の
一
行
で
、
佐
呂
間
町

で
開
催
さ
れ
て
い
る
足
尾
鉱
毒
事

件
「
サ
ロ
マ
ベ
ツ
原
野
移
住
と
帰

郷
」
の
写
真
展
へ
の
参
加
で
あ
る

と
い
う
。
当
初
、「
何
故
足
尾
鉱
毒

事
件
が
群
馬
県
と
？
」
と
思
っ
た

が
、
渡
良
瀬
川
流
域
に
被
害
の
及

ん
だ
鉱
毒
事
件
で
あ
る
こ
と
を
思

素
敵
な
来
館
者
た
ち
！
　
①

素
敵
な
来
館
者
た
ち
！
　
③

い
出
し
納
得
で
き
た
。
話
を
聞
く

と
、
現
地
で
は
年
々
老
齢
化
が
進

み
解
散
す
る
団
体
が
増
え
て
い
る

と
語
っ
て
い
た
。
写
真
左
は
田
中

正
造
の
血
縁
者
。

　
　
　
　
（
名
刺
交
換
を
忘
れ
て
い
ま
し
た
）
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こ
の
「
ピ
ア
ソ
ン
学
事
始
め
」
は
、22
年
前
に
街
の
情
報
誌
に
書
か
れ
た
も
の
で
す
が
、

少
し
手
を
加
え
年
号
な
ど
も
修
正
し
改
稿
と
し
て
連
載
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
　
悟

　

ピ
ア
ソ
ン
夫
妻
の
「
北
見
の
國
」
旅
行

　

一
九
一
〇
（
明
治
43
）
年
六
月
十

日
に
、
ピ
ア
ソ
ン
夫
妻
は
小
樽
か
ら

船
で
「
北
見
國
」
を
目
指
し
ま
す
。

当
時
北
海
道
は
11
の
国
に
別
れ
、
利

尻
礼
文
か
ら
知
床
半
島
ま
で
の
オ
ホ

ー
ツ
ク
海
地
域
を
「
北
見
國
」
と
呼

ん
で
い
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
地
方

を
目
指
す
旅
人
は
、
小
樽
か
ら
の
船

を
利
用
す
る
の
が
普
通
で
し
た
。
こ
れ

は
北
海
道
の
命
令
航
路
で
、「
郵
船
西

廻
定
期
航
路
」
と
呼
ば
れ
、
毎
月
五

回
程
度
往
復
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
旅
行
は
約
二
週
間
に
及
ぶ
も

の
で
、
雄
武
、
湧
別
、
学
田
（
遠
軽
）、

佐
呂
間
、
留
辺
蘂
、
野
付
牛
（
北
見
）、

美
幌
、
陸
別
を
馬
を
利
用
し
、
陸
別

か
ら
は
建
設
中
の
鉄
道
、
後
の
池
北

線
に
乗
っ
て
池
田
ま
で
行
き
、
さ
ら

に
汽
車
で
旭
川
へ
と
帰
っ
た
の
で
す
。

　

こ
の
旅
行
が
、
以
後
ピ
ア
ソ
ン
夫

妻
が
野
付
牛
へ
移
住
の
意
志
を
固
め

る
旅
行
に
な
っ
た
の
か
、
そ
れ
は
定

か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
夫
人
の
旅

行
記
「
六
月
の
北
見
路
」
を
読
む
と
、

こ
の
旅
で
夫
妻
の
新
し
い
目
標
が
定

ま
っ
た
よ
う
な
印
象
を
、
私
に
は
感

じ
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

一
九
一
二
（
明
治
45
）
年
五
月
に

ピ
ア
ソ
ン
は
一
度
ア
メ
リ
カ
に
戻
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
母
校
プ
リ
ン
ス
ト

ン
大
学
か
ら
博
士
号
授
与
が
あ
っ
た

か
ら
で
す
。
帰
り
は
、
英
国
・
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
・
ロ
シ
ア
経
由
で
一
九
一
三

（
大
正
二
）
年
秋
に
日
本
へ
戻
り
ま

す
。
こ
の
頃
に
は
夫
妻
は
、「
最
後

の
伝
道
地
を
野
付
牛

0

0

0

で
」、
と
決
め

て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま

す
。
一
九
一
一
（
明
治
44
）
年
に
亡

く
な
っ
た
坂
本
直
寛
牧
師
所ゆ
か
り縁
の
地
、

「
北
光
社
」
開
拓
民
の
残
る
野
付
牛

（
現
北
見
）
を
、
日
本
で
の
最
後
の

活
動
拠
点
と
し
た
の
で
す
。
二
人
の

「
絆
」
を
感
じ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

【写真説明】：ピアソン夫妻が小樽から乗った船
　　の釧路丸。明治 36 年新造。
　　　　67.06 × 8.84 × 6.92 ｍ。1,076GT、
 　　　　107HP、12.96KT。
　　1944 年 11 月に九州の枕崎で沈没。

㉖

【
写
真
右
】
広
島
県
か
ら
５
連
休
を
利

用
し
て
念
願
の
ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
へ
。

【
写
真
上
】　

友
の
会
の
メ
ン
バ
ー
、
健

　
　
　
　

康
指
導
の
ス
タ
ッ
フ
と
。

素
敵
な
来
館
者
た
ち
！
　
④

　

毎
年
、
こ
の
時
期
に
「
オ
ホ
ー
ツ

ク
勤
医
協
友
の
会
」
の
皆
さ
ん
が
記

念
館
に
来
ら
れ
ま
す
。
健
康
増
進
の

行
事
で
、
各
自
徒
歩
で
前
庭
に
集
合

し
、
太
陽
の
日
差
し
を
浴
び
な
が
ら

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
な
ど
を
し
て
、
17

名（
内
子
供
１
名
）
の
入
館
で
す
。

　

今
回
記
念
館
解
説
で
は
、
こ
の
ピ

ア
ソ
ン
邸
が
建
つ
一
九
一
四
（
大
正

３
）
年
、
こ
の
地
の
大
事
件

0

0

0

に
つ

い
て
話
し
ま
し
た
。
『
そ
の
年
の
５

月
。
街
の
中
心
街
か
ら
出
た
火
災
で
、

三
百
余
戸
の
商
店
・
事
務
所
・
旅
館

等
が
焼
失
し
た
の
で
す
。
ピ
ア
ソ
ン

夫
妻
は
予
定
を
繰
り
上
げ
、
す
ぐ
に

旭
川
か
ら
来
て
、
他
の
宗
教
団
体
と

協
力
し
、
炊
出
し
や
、
衣
類
、
寝
具

の
調
達
な
ど
被
災
民
の
た
め
に
懸
命

に
働
い
た
こ
と
が
北
見
で
の
最
初
の

活
動
で
し
た
。
』
助
け
合
う
町
の
歴

史
を
知
っ
た
友
の
会
メ
ン
バ
ー
は
、

何
処
と
な
く
ホ
ッ
ト
し
た
よ
う
！
。

素
敵
な
来
館
者
た
ち
！
　
⑤

　

９
月
22
日
、
広
島
県
か
ら
子
供
５

名
と
大
人
９
名
の
教
会
内
キ
ッ
ズ
ス

ク
ー
ル
の
団
体
が
来
館
し
ま
し
た
。

予
約
な
し
の
団
体
で
し
た
が
、
ピ
ア

ソ
ン
記
念
館
概
略
説
明
と
、
人
権
活

動
な
ど
を
含
め
、
特
に
ピ
ア
ソ
ン
夫

妻
は
幼
児
教
育
の
大
切
さ
を
、
こ
の

北
海
道
内
で
広
め
た
人
で
あ
る
こ
と

な
ど
を
話
し
ま
し
た
。

　

最
近
の
教
会
で
は
、
幼
児
教
育
の

た
め
の
幼
稚
園
な
ど
の
他
に
も
、
英

語
教
室
や
算
数
教
室
な
ど
も
開
い
て

い
る
よ
う
で
少
々
び
っ
く
り
し
ま
し

た
が
、
現
代
社
会
で
は
必
要
な
こ
と

な
の
で
す
ね
。
帰
り
に
は
、
ピ
ア
ソ

ン
公
園
で
走
り
回
っ
て
い
ま
し
た
。
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お
待
た
せ
し
ま
し
た
！
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「
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
音
楽
の
夕
べ
」
コ
ン

サ
ー
ト
も
無
事
終
わ
り
ま
し
た
。
楽
し

い
ひ
と
時
で
し
た
。
で
も
こ
の
よ
う
な

行
事
を
、
責
任
を
持
っ
て
事
故
も
な
く

終
わ
ら
せ
る
に
は
、
多
大
な
心
労
を
伴

い
ま
す
。
上
手
く
い
っ
て
当
た
り
前
で

す
が
、
素
人
集
団
事
業
で
も
、
事
故
の

責
任
や
何
か
問
題
が
発
生
し
た
時
に
は
、

「
素
人
集
団
で
す
か
ら
」　
な
ど
と
い
う
言

い
訳
は
通
用
し
ま
せ
ん
。
こ
の
狭
い
記

念
館
で
の
催
し
入
館
限
度
は
40
名
以
内

が
限
界
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
の
「
お
化
粧
直
し
」

を
考
え
て
い
ま
す
が
、
こ
の
ペ
ン
キ
を

塗
る
作
業
、
な
か
な
か
大
変
の
よ
う
で

す
。
資
金
集
め
に
は
相
当
の
労
力
が
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

地
域
記
念
カ
ー
ド
、
北
見
す
ご
ろ
く
、

な
ど
な
ど
、
他
の
団
体
と
の
協
力
体
制

を
確
立
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
（
副
理
事
長
兼
事
務
局
長
）　　

伊
藤　

悟　

　　緑化木生産販売・各種緑化資材・造園土木
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お花のプロが親切に教えます

こ
れ
か
ら
秋
ま
で
、

お
花
を
植
え
て
楽

し
み
ま
せ
ん
か
？

そ
れ
に
は
丈
夫
な

苗
が
必
要
で
す
。

安
く
て
確
か
な
豊

富
な
苗
を
育
て
て

い
ま
す
。
生
産
者

直
売
の
お
店
で
す
。北 見 工 大

看 護 大 学

オホーツク
海病院

●

●

セ ブ ン イ レ ブ ン
文 京 町

武田

スキー場
タンノへ

第
１
回
の
講
座
を
終
え
て　

⑴

　

８
月
の
３
日
、
市
内
の
子
供
達
の
夏
休
み
に
、
社
会
教
育
施
設
で
あ
る「
ピ

ア
ソ
ン
記
念
館
」
で
、
子
供
達
を
対
象
と
し
た
講
座
が
な
い
の
は
如
何
な
も

の
か
？
と
思
い
、
急
遽「
子
ど
も
寺
子
屋
」
の
企
画
を
計
画
し
開
催
。

急
な
企
画
で
も
あ
り
受
講
者

が
集
ま
る
の
か
不
安
で
し
た

が
子
供
10
名
、
大
人
９
名
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
50
分
講
座
で
、
北

見
地
区
で
哺
乳
動
物（
人
間
も

含
め
）
で
あ
る
生
き
物
の
歴

史
全
体
の
流
れ
を
、
す
な
わ

ち
先
史
時
代
全
般
を
、
地
域

に
あ
る
博
物
施
設
を
通
し
て

識
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
組

み
立
て
た
つ
も
り
で
し
た
が
、

博
物
館
の
仕
事
を
離
れ
て
約
三
十
年
も
経
つ
の
で
、
不
安

な
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

　

無
論
、
最
初
は
文
化
セ
ン
タ
ー
博
物
館
展
示
の「
デ
ス

モ
ス
チ
ル
ス
」
か
ら
北
見
の
歴
史
は
始
ま
り
ま
す
。
発
見

し
た
人
物
が
、
当
時
北
見
の
中
学
一
年
生
で
あ
っ
た
こ
と
。

デ
ス
モ
ス
チ
ル
ス
生
息
時
代
の
北
海
道
地
形
は
、
現
在
で

は
考
え
ら
れ
な
い
地
形
で
あ
っ
た
こ
と
。
そ
れ
以
降
、
地

形
の
変
遷
と
大
陸
と
の
関
係
。
哺
乳
動
物
の
進
化
。
時
代

は
進
み
い
よ
い
よ
人
類
の
登
場
と
そ
の
遺
跡
に
つ
い
て
。

　
「
と
こ
ろ
遺
跡
の
森
」
先
史
遺
跡
の
集
大
成
と
言
え
る
貴
重
な
文
化
財
に

つ
い
て
の
説
明
。
縄
文
時
代
・
続
縄
文
時
代
・
擦
文

時
代
・
ア
イ
ヌ
文
化
の
時
代
。
こ
れ
ら
の
時
代
を
つ

ぶ
さ
に
識
る
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
博
物
館
が
常
呂

地
域
に
あ
る
こ
と
を
識
っ
て
も
ら
う
。
特
に
国
指
定

の
重
要
文
化
財
を
こ
の
夏
休
み
期
間
中
に
必
ず
見
て

欲
し
い
と
伝
え
る
。

　

そ
し
て
い
よ
い
よ
こ
の
地
域
で
先
史
時
代
の
終
わ

り
を
告
げ
る
の
が「
松
浦
武
四
郎
」
の「
戊ぼ

ご午
日
誌
」

で
あ
る
。
こ
こ
で
、
時
間
切
れ
と
な
り
ま
し
た
。

　

戦
後
、
唐
笠
医
師
は
北
見
医
療
の
発
展
と
、
北
見

地
域
文
化
の
発
展
に
寄
与
し
ま
す
。

　

当
時
の
北
見
の
文
芸
界
を
見
ま
す
と
、
俳
諧
誌「
阿

寒
」
を
は
じ
め
、
文
芸
同
人
誌「
私
た
ち
」
な
ど
、
北

海
道
を
代
表
す
る
活
動
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
唐
笠
何
蝶
記
念
室
」
か
ら

　
⑶

　

唐
笠
医
師
は
、
号
を
何か
ち
ょ
う蝶
と
云
い
、

ホ
ト
ト
ギ
ス
派
の
有
名
な
俳
人
で
、
戦

後
は
こ
の
建
物
で
「
句
会
」
が
催
さ
れ

た
り
、
ま
た
昭
和
二
十
一
年
よ
り
十
六

年
間
、『
阿
寒
』
と
題
す
る
俳
誌
を
発
行
、

そ
の
名
は
全
国
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
北
見
の
み
な
ら
ず
北
海
道
文

化
活
動
向
上
に
多
大
な
貢
献
（
北
海
道

文
化
奨
励
賞
受
賞
）
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
九
五
八
年
、
唐
笠
医
師
は
札
幌
に

移
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
建
物
が
残
る

よ
う
に
と
、
北
海
道
に
建
物
と
土
地
を

寄
贈
し
ま
し
た
。
氏
の
意
思
を
尊
重
し

た
北
海
道
は
、
こ
こ
を
児
童
相
談
所
施

設
と
し
て
十
余
年
間
使
用
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
北
見
市
に
移
管

さ
れ
、
唐
笠
氏
の
思
い
が
実
を
結
び
ピ

ア
ソ
ン
記
念
館
と
し
て
開
館
し
利
用
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
唐
笠
医
師
が

昭
和
14
年
に
ピ
ア
ソ
ン
邸
を
取
得
し
、

昭
和
27
年
ま
で
ピ
ア
ソ
ン
邸
を
守
る
強

い
意
志
が
な
け
れ
ば
、
お
そ
ら
く
こ
の

ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
は
存
在
し
て
い
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ピ
ア
ソ
ン
会
は
、
唐
笠
学
氏
の
ピ
ア

ソ
ン
邸
保
存
の
功
績
と
文
化
活
動
の
業

績
を
称
え
「
唐
笠
何
蝶
記
念
室
」
を
開

設
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
二
〇
〇
一
年

七
月
、
こ
の
記
念
館
の
庭
園
に
、
ホ
ト

ト
ギ
ス
派
俳
句
創
作
活
動
で
著
名
な
唐

笠
氏
長
女
、
嶋
田
摩ま

や

こ
耶
子
ご
夫
妻
の
協

力
に
よ
り
、
唐
笠
何
蝶
、
嶋
田
一い

っ
ぽ歩
、

嶋
田
摩ま

や

こ

耶
子
、三
者
の
作
品
に
よ
る
「
何

蝶
親
子
句
碑
」
を
建
立
し
て
い
ま
す
。


